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PartⅠ 労働基準監督官の特徴 



Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 
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１ 厚生労働省の専門職員 
 
２ 国際条約に基づく職員 

 
３ 刑事訴訟法に基づく特別司法警察員 
 



Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 
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厚生労働省が実施する「労
働基準監督官採用試験」の
合格者から採用。厚生労働
働省のうち主に労働基準関
係法令を所管する部局・機
関に配属される。 



Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 
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労働基準監督官に任官され
た場合、ILO条約の労働監
督制度の趣旨に従い、労働
基準法により労働基準監督
官分限審議会の合意がない
限り罷免されません。 
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Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 

国際連合の専門機関ＩＬＯ（International Labor 
Organization） の総会で採択する条約形式の国
際的な労働基準。 

ILO条約とは… 
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Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 

工業及び商業における労働監督に関する条約。
1953年批准。 

ILO第81号条約 

（条文） 
第1条 この条約の適用を受ける国際労働機関の加盟国は、工業的事業場における 
   労働監督の制度を維持しなければならない。 
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Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 

刑事訴訟法に基づき、警察官以外で司法警察職
員として職務を行う者。捜査権は特別なものに
限られている。 

特別司法警察員 
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 労働関係法令の規定
を守るための助言・教
示   
 
 

 事業主に対する行政指
導や行政処分 
 

一般行政職員としての
役割 

特別司法警察員として
の役割 

 刑事訴訟法に基づく事
件捜査、司法警察権限
の発動（捜索差押、逮
捕など） 

 労働関係法令の教示、
相談、立入権限等を活
用した行政指導（臨検
監督）、行政処分 

Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 

労働基準監督官は、この法律違反の罪につ
いて、刑事訴訟法 に規定する司法警察官
の職務を行う。  

※労働基準法第102条 
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立入権限等を活用した行
政指導によって、法違反
の是正を促し、迅速に労
働条件の確保を図ること
が基本的使命。 

Ⅰ-Ⅰ  労働基準監督官の特徴 



 

 
 
 

約5,200万人の働く人々を守る 
“労働Gメン”がテレビドラマ化 
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日本テレビでドラマ化 

 
 

働く人を守るために・働く人がいる 
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Ⅰ-Ⅱ  諸外国における労働基準監督官の数 
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日本 2,941人 アメリカ 3,878人 フランス 1,706人 ドイツ 6,336人 イギリス 2,742人 

本省23人 
地方局444人 
監督署2,474人 

0.53人 0.28人 1.89人 0.93人 0.74人 

・労働基準監督官 
 894名（2009年度） 
・労働安全衛生監督官 
 1,740名（2010年度） 
・安全衛生法令について 
 労働長官の承認を受け 
 て州で監督を行う者 

 1,244名（2009年度） 

・営業監督官 
 3,340名 
・労災保険組合の 
 監督官2,996名 
 （2007年度） 

 

・最低賃金監督官 
  153人（2008年） 
・衛生安全監督官   
1,439人（2007年） 
・安全衛生法令につ
いて雇用担当大臣の
委任を受け地方政府
で監督を行う者   
1,150人（2003年） 

・労働監督官535人   
（2008年） 
・労働監督員1,171人  
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PartⅡ  厚生労働省と労働基準行政 



厚生労働省 

岩手労働局 

ハローワーク 労働基準監督署 

岩手労働局 一関労働基準監督署 マザーズハローワーク 

Ⅱ-Ⅰ  厚生労働省、労働局について 
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Ⅱ-Ⅱ  労働基準監督署（方面制署） 
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方面制署は、主に大都市圏
や地方中核都市に設置。 

署長 次長 

第1方面 監督業務 

第2方面 監督業務 

第3方面 監督業務 

安全衛生課 安全衛生業務 

労災補償課 労災保険業務 

業務課 庶務業務 

（注）行政需要により、第4方面、第5方面、 
   第6方面が設置されている署もある。 



Ⅱ-Ⅱ  労働基準監督署（課制署） 
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小規模都市に設置。 
  平成22年10月から名称が 
   変更。 

署長 

監督課 監督・庶務業務担当 

安全衛生課 安全衛生担当 

（注）小規模署では監督・安衛課と労災補償   
   課として設置されている。 

労災補償課 労災補償担当 
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PartⅢ  労働基準監督官の仕事 



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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臨検監督 

災害調査 

司法警察実務 

工場や事務所などに立ち入り、機械・設備や帳簿
などを検査して労働基準法などの法律違反が認め
られた場合、是正勧告 （*）、機械・設備などの
使用停止などを命ずる行政処分を行う。 

重篤な労働災害が発生した場合に災害の発生現場
に赴き、労働災害発生原因を調査し、事業主に災
害発生防止対策を講じさせる。 

度重なる指導にもかかわらず是正を行わない場合
など重大または悪質な事案について、取調べなど
の任意捜査や捜索・差押、逮捕などの強制捜査を
行い、検察庁に送検。 

(＊) 法律違反を認めた場合、是正期日を定めて是正勧告書を交付するこ
とによりその是正を指導し、是正の報告や再び監督を行うことによりそ
の是正を確認することとしている。  



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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臨検監督 
 

主に定期監督、申告監督があります 

定期監督 
Stage1 監督対象の選定後、臨検 
     定期的に会社・工場に訪問する（抜き打ちが原則）。 
Stage2   事実確認 
     労働関係法令違反がないか帳簿・尋問により調査する。 
Stage3   行政指導（処分）を実施 
     違反があれば是正勧告・使用停止等命令（行政処分）を行う。 



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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臨検監督 
 

主に定期監督、申告監督があります 

申告監督 
Stage1 申告の受理  
       労働者から「使用者が労基法の違反をしている」との申し出を受ける。 
Stage2   事実確認 
         立入り調査や使用者からの事情聴取を行う。 
Stage3   行政指導（処分）を実施 
           法律違反があれば是正勧告・停止等命令を行う。 

【用語解説】申告監督 
  労働者は、労働基準関係法令違反がある場合には、労働基準監督官に行政指導を求めること（申  
 告）ができます（労働基準法第104 条等）。これを契機として、労働基準監督官が事業場に臨検す   
 るほか、事業主等に来署を求め、直接、事情を聴取するなどの方法により事実関係の確認を行い、 
 その結果、法違反が認められた場合には、是正を図るよう監督指導を行います。 



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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災害調査 
重篤な労働災害について調査し、再発防止
を指示します。 

災害調査 
Stage1 重篤災害の一報  
       労働者から「使用者が労基法の違反をしている」との申し出を受ける。 
Stage2   災害発生現場で立入り調査 
         立入り調査や使用者からの事情聴取を行う。 
Stage3   災害発生防止対策を指示 

【用語解説】災害調査 
 工場や工事現場等において死亡災害などの重篤な労働災害が発生した場合 
   に、災害発生現場に赴いて災害発生状況やその原因等について調査することです。 



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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最近は告訴・告発事案も増加。 

司法警察業務 
 是正勧告を受けた法違反を是正しないなど重大・悪質な事案については、強制
捜査を含む司法警察権限を行使し、送検。 
 平成24年度 約1,100件送検。 
 （内訳） 
 ・労働安全衛生法違反被疑事件（労災かくし、労働災害の発生事案） 約52％ 
 ・労働基準法等違反被疑事件（賃金不払や違法な長時間労働の事案） 約48％。 

司法警察実務 

  

【用語解説】司法処分 
 監督指導の結果、是正勧告を受けた法違反を是正しないなど重大・悪質な事案については、強制捜  
  査を含む司法警察権限を行使し、送検します 



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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労災保険給付等の仕事も行います。 

労災補償業務 
 労働者災害補償保険法に基づき、労働者の業務上の事由または通勤による労働
者の負傷、疾病、傷害、死亡等に対して、請求された個々の事業主ごとに必要な
調査を行い、保険給付を行います。 

労災補償業務 

【用語解説】労働者災害補償保険法 
 労働者の業務上の事由または通勤による労働者の傷病等に対して必要な保険給付を行い、あわせて 
 被災労働者の社会復帰の促進等の事業を行う制度です。 

（主な保険給付） 
・療養（補償）給付・・・必要な療養を給付 
・休業（補償）給付・・・休業1日につき給付基礎日額の60%を支給 
・障害（補償）給付・・・障害が残った場合に年金又は一時金を支給 
・遺族（補償）給付・・・遺族に対し年金又は一時金を支給  



Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事 
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臨検監督等以外にも、立替払業務、集団指導
等の業務にも携わることがあります。 その他 

  

【用語解説】未払い賃金立替払制度 
 「未払賃金立替払制度」は、企業倒産により賃金が支払われないまま退職した労働者に対して、未  
 払賃金の一部を立替払する制度です。 

▇ 県内労使団体に要請を行うこともあります。 
 ※岩手県トラック協会会長への要請の様子 

▇ 各種説明会（集団指導等の説明会）において、労働関  
 係法令の説明を行うこともあります。 
※「幼稚園の人事担当者を対象者とした講習会」の様子 



労働災害の発
生 

Ⅲ-Ⅰ  労働基準監督官の仕事（臨検監督の流れ） 
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主体的、計画的に対象事
業場を選定 

事業場への訪問 

 
事業場の立入調査 

事情聴取、帳簿の確認など 

 

文書指導 
是正勧告・改善指導・使用停止命令等 

事業場からの是正・報告 再度の監督の実施 

指導の終了 送検 

法違反が認められなかった場合 法違反が認められた場合 

是正・改善が確認された場合 
重大・悪質な事案の
場合 

労働者からの申告 

 
注1 上図は一般的な流れを示したものであり、事案により異なる場合もあります。 
注２ 監督指導は、原則として予告することなく実施しています。  
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PartⅣ  採用後の研修・処遇・福利厚生 



Ⅳ-Ⅰ  採用後の研修 
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採用後の研修 労働大学校での研修等、研修が充実しています 

１年目 中
央
研
修
（
前
期
） 

中
央
研
修
（
後
期
） 

中
央
研
修 

（
労
災
・
安
全
衛
生
） 

監督業務 
実地研修 

監督業務 
実地訓練 

監督業務 
安全衛生業
務または労
災補償業務
実地訓練 

安全衛生業
務または労
災補償業務 

監督業務 

2～３年目 ４年目 ５年目 ６～７年目 

 採用後１年間、監督業務に係る基礎的研修および実地訓練を受けます。この間に
労働大学校で実施される中央研修Ⅰを約３か月間にわたり受講することになります。 
 原則として、採用後4 年目の1 年間、安全衛生業務または労災補償業務に係る実
地訓練を受けます。この間に労働大学校で実施される中央研修Ⅱを約３週間にわた
り受講することになります。 

 【研修のスケジュール】 



Ⅳ-Ⅰ  採用後の研修 
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中央研修Ⅰ 

（約3か月間） 
 

一般法学     刑法、刑事訴訟法 
労働基準関係法令 労働基準法 
監督関係     監督指導実務、未払賃金立替払実務など 
安全衛生関係   安全衛生業務に関する基礎知識など 
司法警察関係       司法警察実務に関する基礎知識、実務など 

中央研修Ⅱ 
（約3週間） 

安全衛生業務 計画届の審査など 
労災補償業務 労災補償業務の実務など 

※採用後の研修では同期と寝食を共にすることになりますが、それぞれの任地での
事情や問題点等を議論する等、意見交換を行う場にもなっています。 



Ⅳ-Ⅰ  採用後の研修 
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前期実地研修 

配属先の労働基準監督署において 
 基礎知識の習得 
 管内の把握 
 業務の実務補助 など 

 
後期実地研修 

配属先の労働基準監督署において管理者に同行し 
 監督指導の手法の習得 
 司法実務の習得（送検手続等） 
を行います。また、相談対応や立替払業務の習得も行い
ます。 

※実地研修では管理者が直接指導にあたり、実務を習得します。 



Ⅳ-Ⅰ  採用後の研修 
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※労働大学校では、中堅の労働基準監督官向けに必要な知識及び技術等を習得させ
ることを目的とした「労働基準監督官（上級研修）」、専門的知識及び技術を習得
させることを目的とする「労働基準監督官（専門研修）」のほか、各職階ごとに職
務の遂行に必要な研修を実施しています。 

   労働大学校の様子 



Ⅳ-Ⅱ  採用後の処遇 
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▇ 採用後は、全国の労働基準監督署に配属され、その 
 後、厚生労働省本省や各都道府県労働局に随時配属さ 
 れます。全国各地に転勤することが原則になります。 

▇ 初任給は、大学卒業後、直ちに採用された場合には、 
 173,900円が支給されます。 
             ※行政職俸給表（一）1級の26号俸 

▇ 上記のほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末 
 手当・勤勉手当（いわゆるボーナス）が支給されます。 



Ⅳ-Ⅱ  採用後の処遇 
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▇ 各地に国家公務員宿舎があります。 
  厚生労働省共済組合制度により医療費補助や財形持家 
 融資事業などを利用できます。 
 

▇ 勤務時間は1日7時間45分、原則として、土･日曜日 
 及び祝祭日等の休日は休みです。 

▇ 年次有給休暇のほかに、様々な休暇制度があります。 
 （ボランティア休暇、育児介護休暇、結婚休暇ほか） 



Ⅳ-Ⅱ  採用後の処遇 
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労働基準監督署 
・監督業務を中心 

 
厚生労働省 

・企画立案業務 
 
 
 

都道府県労働局 
労働基準監督署 
・安全衛生業務 
・労災補償業務 

 

4年目～7年目 

配 
属 
先 

経
験
年
数 

労働局課室長・労働基準監督 
署長に昇進 
・監督署のマネジメント業務 

労働局長・労働局部課長に 
昇進 
・労働局のマネジメント業務 

本省係長、課長補佐に昇進 
・企画立案業務 

監督署方面主任、課長に昇進 
・監督業務 
・監督署のマネジメント業務 

    キャリアパスの例 

※努力次第で、都道府県労働局長、労働基準監督署長等の労働基準行政機関の幹部に昇進することが出来
ます。 
※４年目以降、希望者は厚生労働省本省に配属することがあります。 

キャリア形成 
の期間 

専門性を磨く 
期間 

8年目以降 1年目～3年目 

専門性を磨く期間＋マネジメント力を養成 
する期間 
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PartⅤ  労働基準監督官の声 



－労働基準監督官の声を集めました－ 

労働基準監督官の声 
労働基準監督官の魅力とは 

Ⅴ-Ⅰ  労働基準監督官の魅力とは 
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様々な会社や現場に行き、会社の社長や人事担当者の話を聞くことが出来る。 
 ここまで様々な会社を見ることが出来る仕事は他にはない。 
専門性の高い仕事と思う。 

全国転勤が原則なので色んな赴任地で仕事が出来る。 
「お役所仕事」っぽくないところ。  
単なる「デスクワーク」ではない。 
会社を指導する立場上、責任感を持って仕事が出来る。 

安全衛生業務、労災補償業務等、仕事の「守備範囲」が広い。 
学生時代に勉強を業務にダイレクトに行かすことが出来る。  
女性でも男性と平等に仕事が出来る。 
 

Ⅴ-Ⅰ  労働基準監督官の魅力とは 

若 手 監 督 官 の 声 
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Ⅴ-Ⅰ  労働基準監督官の魅力とは 

 労働基準監督官の仕事とは、人々が安心して働ける社会の実
現のため、労働条件の確保、労働者の健康と安全の確保、適切
な労災補償の実施等人々が働く上で欠くべからざるルールを守
るという地味ですが重要な仕事だと思います。 
 恥ずかしながら、今までの業務経験の一コマを紹介します。
臨検監督で会社前で逡巡したり、粘り強く説明・説得したこと、
司法業務で被疑者と厳しく対峙したり、泣きながら遺族調書を
取ったこと、災害調査で警察や消防と合同で緊迫した調査をし
たり、ずさんな安全管理に憤りを感じたこと、集団指導で大勢
の聴衆を相手に講演し、上手にできず落ち込んだこと、検査・
審査業務で高所クレーンに登り、足がすくんで恐怖を感じたこ
と、労災給付で調査を尽くし、法令･通達に従い、苦渋の判断
で不支給の決定をしたこと等があります。 
 最近では、重大事件送致時に記者会見を行うこととなり、緊
張の余り声がうわずってしまったことが思い出されますが、い
つでも自分自身を成長させてくれる仕事と改めて感じています。 
 働くことは尊いことですが、その言葉では表現できない世の
不条理、人の弱さ、ずるさ、優しさ、そして気高さを最前線で
感じることができます。真摯に働く方々の命と汗と矜恃を守り、
支え、そして、問題があれば、社会や会社に対して警鐘を鳴ら
して参りたいと考えています。頭の良さはいりません。ドロく
さく汗をかくことをいとわず、飽くなき好奇心と熱いハートを
持った皆さんと一緒に仕事したいと思っています。  

労働基準監督署長 

（平成3年任官） 
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Ⅴ-Ⅰ  労働基準監督官の魅力とは 

 私は平成１４年４月に労働基準監督官として採用されました。 
 私が監督官を志望した理由は、労働者が使用者の下で働く中
で生じる諸問題を法律的な面で解消し、お互いをサポートでき
ればと思ったからでした。監督官の仕事は、定期監督、災害調
査、司法処分等と多岐に渡ります。定期監督では事業場に予告
なく立ち入り、法違反が認められた場合、是正勧告を行いその
是正を求めることとしています。 
 災害調査では、死亡災害や後遺障害が残るような重大災害が
発生した際、現場で調査を行いその発生原因等を究明します。 
 また、司法処分に関しては、刑事訴訟法に基づき司法警察員
として捜査を進め、検察庁に送検を行います。 
 これらの業務で相手となるのは、人生の先輩やその道の専門
家であることが多く、説得して理解を得るのに苦労することも
あり、さらに、労使双方の感情的対立のある中で業務を処理す
るときには精神的にも相当の負担がかかります。   
 しかし、それだからこそ、日々自己研鑽に励む必要が生じま
すし、やりがいもあって、仕事に飽きることはありません。 
 現在日本では、長時間労働の是正、非正規労働者の処遇改善、
ワークライフバランスの実現などを内容とする働き方改革が推
進されている状況で、監督官に対する期待は高まっています。 
 労働問題に関心のある方、様々な業種に触れてみたい方、少
しでも監督官の仕事に興味を持った方、是非一緒に働いてみま
せんか。お待ちしています。 

労働基準監督署監督課長 

（平成14年任官） 
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 若手労働基準監督官の一日 

・8時15分 
 出勤。デスクでコーヒーを飲みながら新聞記事に目を通すの
が日課です。労災事故の記事がなくてひと安心です。 
  
・8時30分 
 始業。メールチェックをしてから、作業着に着替えて出掛け
る準備をします。ヘルメット、法令集、監督官証票等忘れ物が
ないことを確認していざ出発。 
  
・9時30分 
 建設現場へ臨検監督。ありのままを調査するため抜き打ち訪
問です。ここでは、危険な足場に対して使用停止命令の行政処
分を行ったほか、過重労働の実態も発覚したため是正改善する
よう文書指導を行いました。 
  
・12時00分 
 帰り道にファミリーレストランに寄って、昼休憩を取ります。 
  

労働基準監督署監督課長 

    （平成19年任官） 
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 若手労働基準監督官の一日 

・13時00分 
 署に戻って、ＰＣで先ほどの臨検監督の報告書を作成し、上
司に確認してもらいます。 
 作成中に相談電話や窓口相談があれば応じます。労働相談は
過重労働、有給休暇、パワハラ等と多岐に渡ることが多いので、
問題点を漏らさず伺うことを心掛けています。相談内容は記録
に残しておきます。 
 
・14時30分 
 出頭を求めていた社長が来ました。現在捜査中の違法残業事
件の被疑者です。ここからは特別司法警察員として黙秘権の告
知をしてから取り調べを行います。取り調べた内容を供述調書
にして、間違いがないか確認してもらいます。 
  
・17時00分 
 取り調べが終了したので、上司に報告して次回の捜査指示を
仰ぎます。ひとりだと煮詰まってしまうこともあるので、経験
豊富な先輩監督官の上司はとても心強い存在です。 
  
・17時15分 
 明日のスケジュールを確認して勤務終了です。 
 
 

労働基準監督署での窓口対応の様子 
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※労働基準監督官からのコメント 
 
 これはほんの一例です。 
 
 ひとたび重篤な労働災害が発生すれば予定を変更して現場に
急行することもありますし、過重労働や賃金不払残業の実態を
つかむために夜間臨検等をすることもあります。 
 
 職場の労働環境をよりよくしていきたいという思いで様々な
仕事に取り組んでいます。監督官の仕事は、地元に恩返しがし
たい、地元をもっと良くしたいというあなたの熱い思いをぶつ
けられる本当にやりがいのある仕事です。 
  
 皆さんのご応募をお待ちしています。 
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PartⅥ  試験までの流れ 



試験から採用までのフロー 

申込書交付 
（２月上旬～） 

インターネット 
試験申込受付 
（４月上旬～） 

第１次試験 
（６月11日） 
※筆記試験 

第２次試験 
（７月下旬）
※人物試験 
身体検査 

受験資格 

ⅰ）  ２１歳以上３０歳以下の者 

ⅱ）  ２１歳未満の者で次に掲げるもの 

 ア 大学を卒業した者及び試験年度の３月までに大学を卒業する見込みの者 

 イ 人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者 

採用内定 
（１０月１日以降） 

最終合格者発表 
（８月23日） 

採用 
（原則翌年４月１日） 

Ⅵ-Ⅰ  労働基準監督官採用試験要綱 

平成29年度労働基準監督官採用試験要綱（抜粋） 
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試験区分 申込者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 

労働基準監督Ａ（法文系） 2,878（971 ） 668（192 ） 282（101） 

労働基準監督Ｂ（理工系） 795（141 ） 417（65） 120（26） 

 
  合計 

3,673（1,092） 1,085（257） 402（127） 

平成28年度労働基準監督官採用実施状況 

※（  ）の数は女性の数で内数を示す。 

※最終合格者は、試験区分ごとに作成する採用候補者名簿（３年間有効）に得点順に掲
載されます。採用後、全国の労働基準監督署に採用されます。 

Ⅵ-Ⅰ  採用試験実施状況 

試験区分 申込者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 

労働基準監督Ａ（法文系） 3,148（1,019） 607（178） 297（109） 

労働基準監督Ｂ（理工系） 724（110） 363（60） 120（32） 

 
  合計 

3,872（1,129） 970（238） 417（141） 

平成27年度労働基準監督官採用実施状況 
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Ⅵ-Ⅰ  採用試験種目 
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第１次試験・試験種目（基礎能力試験・多肢選択式） 
・知能分野27題  

文章理解（11）、判断推理（8）、数的推理（5）、資料解釈（3）  
・知識分野13題  

自然・人文・社会（13）(時事を含む。)  

第１次試験・試験種目（専門試験・多肢選択式） 
【労働基準監督A】 48題出題  40題解答 
・必須問題  
 労働法（7）、労働事情(就業構造、労働需給、労働時間・賃金、労使関係)（5） 
・選択問題  
  次の36題から28題選択   
  憲法・行政法・民法・刑法（16）、経済学・労働経済・社会保障・社会学（20）  
 
【労働基準監督B】 46題出題  40題解答 
・必須問題  
 労働事情(就業構造、労働需給、労働時間・賃金、労使関係、労働安全衛生)の計8題  
・選択問題  
  次の38題から32題選択  
  工学に関する基礎(工学系に共通な基礎としての数学、物理、化学)[38]  



Ⅵ-Ⅰ  採用試験種目 

LABOUR STANDARDS INSPECTOR 

【労働基準監督A】 2題出題  2題解答  
労働法1題、労働事情(就業構造、労働需給、労働時間・賃金、労使関係)1題  

 
【労働基準監督B】 4～6題出題 2題解答 
・必須問題  

工業事情1題  
・選択問題  

工学に関する専門基礎(機械系、電気系、土木系、建築系、衛生・環境系、応用化
学系、応用数学系、応用物理系等の工学系の専門工学に関する専門基礎分野)から
3～5題出題し、うち1題選択  

第１次試験・試験種目（専門試験・記述式） 

第２次試験・試験種目（人物検査） 
・人柄、対人的能力などについての個別面接(参考として性格検査を実施) 


